
Title 現代スウェーデン語の擬似再帰代名詞について

Author(s) 當野, 能之

Citation IDUN. 2001, 14, p. 151-168

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/95688

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



現代スウェーデン語の擬似再帰代名詞について

1.序

Lindberg (1994.218-19)は,次の(1a・5a)の再帰代名詞を含んだ動詞句の一群を
まだ十分に研究されてぃない分野の一部として挙げている.D

1) a.1五ngtasi8Sjuk <恋い焦がれて病気になる>
10ng RMsick

b.*1註ngta sig

2) 0.沌松釘gstω<成長して大きくなる>

grow RM big

b.*V五Xa sig

3) 0..kdkasighos <叫んで声がかれる>
Shout RM hoarse

b.*shika sig

4) 0.釦円Sigf6司aW加<酒を飲みすぎて体を壊す>
drink RM Nined

b.*supa sig

5) 0.k6Pasig 齢<自分の身を買って自由になる>

buy RM free

b.*k6Pa sig

これらの動詞句は(1b、5b)からも分かるように, sj"k <Skk>, st価<b喰>のような
補語を義務的に必要としている点で一般的な再帰代名詞の用法とは異なる.また

(1-3)の例は,目的語を取ることのできない自動詞が再帰代名詞を要求していると

いう点でも特殊である. uodbe弔(1994.219)は,以上のような再帰代名詞を含ん

だ動詞句は,例えば(3)の場合,次の(ののように Saatt<Sot始t>の構文(以下,

【S加tt 構文]と呼ぶ)で言い換えたものとほほ同義であるとしている.
Hanskrek S含att hanblev hes6)

he shoutedsothat he became hoarse <彼は叫んで声力Sかれた.>

Lindbe弔は例文を挙げていないので,まずは辞書等からの例文を見てみよう.2)

フ) pojk印 V註Xtesigstorochstark.(SH:864)

boyDEFgrew RMbigandstrong <その少年は成長して大きくなった.>

IDUN V01.14 ・ 20卯
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8) 50oo rockfan仏St釘Skreksighesa.(SO.463)

50oo rock・fans shouted RM hoarse

<5000人のロックファンは叫んで声がかれた.>

9) Tr註len kundeocksa k6Pa sigfri g即omarbete.(SS:69)

Slave.DEF could also buy RM free through wolk

<奴隷は労働を通して自分の身を買い,自由になることもできた.>

以上のような構文は一般的に「結果構文」(resultatNe construdi0川と呼ばれ,ま

た結果構文にのみ現れる再帰代名詞は「擬似再帰代名詞」(fake祀丑餓iw)と呼ぱれ,

英語を中心に研究が進んでいる.3)しかし,スウェーデン語の結果構文および擬似

再帰代名詞に関する論考はまだ無いものと思われる.り本稿ではスウェーデン語の

擬似再帰代名詞の分布に関して論じていく.以下では,まず2章でスウェーデン語

の結果構文全般について概観し,3章で本稿の目的である,結果構文と再帰代名詞

の関係に関して論じる.また,結果構文の一部としての移動を表す構文で,擬似再

帰代名詞が出現することをみる.4章で結論を述べる.

當野能之:現代スウェーデン語の擬似再帰代名詞について

2.現代スウェーデン語の結果構文

2.1.結果構文の定義

まず最初に結果構文を定義したい.ここでは(10a)にみられるように動詞と結果

をあらわす句(以下ではこれを結果述語(祀釦1仏tiw pmaso)と呼ぶ)を持っものを

結果構文と定義する.ある構文が結果構文であるかどうかは Lindbe鴫(199中 219)
に従い,次に見るように,結果を表す[Sらa廿構文1 で言い換えられるかどうかで
判断することができる.

1の a.Honkokade k6ttet mort

Sho boilod moat.DEFt肌da <彼女は肉をゆでて柔らかくした.>

b. Honkokadek6ttet S含att detblev mort

She boiled meat.DEFsothatit becametender

このように定義した場合,次の(Ⅱの, a2a)のように見かけ上は同じ構造を持っ

文でも,{Sをatt 構文}で言い換えができるかどうかで結果構文であるかどうかを
判断することができる.

11) a. Hon M巨dde av sig naken.

血0 叩d祀豁odRMmkod <彼女は服を脱いで裸になった.>

b.HonMaddeavsig saatt honblev naken.

She undressed RM so thatshe became naked

12) a.Kungen 含t middagennaken.

king.DEFatedinner.DEFnaked <王様は裸で夕食をとった.>
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b.#Kungen at middagen saatt hanblev naken.

king.DEF ate dinner.DEF so that he became naked

(11a)の"ak伽<naked>は「服を脱いだ結果,彼が裸になる」という結果状態を

表しているが,(12a)は「食事をした結果,王様が裸になる」ということではなく,

「王様が裸で食事をした」という状態描写(d叩idiw)であり,区別しなけれぱなら

ない.上で見たように,このような表層的な差を{Sき脚構文1 で明示することが

できる.ただし圃att 構文1 による定義には問題点がある.統語的・意味的な観点

から見た場合,結果述語の文法範疇としては,以下の例文の下線部に見られるよう

に,形容詞=(13a),前置詞句=(14a),不変化詞=(15a)力温忍められる.しかし,

(14b),(15b)を見てもわかるように,結果述語が前置詞句あるいは不変化詞の場合,

Saa廿構文による言い換えができない.これはそもそも(14C),(15C)からもわかる

ように,前置詞句そして不変化詞が一般的に bH<bocome>を述語動詞として選択

した文を作れないことに原因がある.

13) a. Han arbetade sigtr6廿

比 W0永ω卿ti祀d<彼は働いて疲れた.>

b. Han arbetade sa a杜 han blev trott

he wotked sothathe becametited

14) a. Hanarbetade sigtiⅡd6ds

比 WO,kodRM tod船th <彼は働き過ぎて死んだ.>

b.*Hanarbetade saatt hanblev tiⅡd6ds

he wolked sothathe becametodeath

C.*Hanblev tiⅡd6ds

he becametodeath

15) a. Hanarbetadeihj亘! Slg

ho w0ホed to・d閃th卿<彼は働き過ぎて死んだ.>

b.*HanarbetadeS含att hanblev ihj亘1

he worked sothathe becameto・death

C.*Han blev ihj亘!

he became to・death

ただし,結果述語が前置詞句あるいは不変化詞の場合でも,次のように別の動詞で

言い換えが可能な場合もある.

1の a. Hao wk1村eS6nd釘 hamhj"1et(砺.47)

he cyded bTokenftont・圦,heel.DEF

b. Han cyMade S含 att framhjulet gick S6nder.

he cyded so thatfTont・、vheel.DEFwentbroken

<彼は自転車に乗ってその前輪を壊してしまった.>

IDUN V01.14 2(XX)

153



(16)では不変化詞飾od釘<b円k即>は ga<80>という動詞を選択している.どの

ような結果述語がどのような動詞をとるのかは,それ自体興味のある問題ではある

が,本稿の範囲を超える問題であるので,ここでは問題としないことにする.

ここまで見てきたように,[sa熊構文]は形容詞が結果述語の時は有効であるが,

それ以外の時は結果構文かどうかのテストにはならない.本稿は,結果構文自体を

問題にしているわけではないので,スウェーデン語の結果構文の厳密な定義はまた

別の機会に取り上げることとする.ここでは最初にも述べたように,動詞と結果を

表す句を持つものを結果構文と定義する.

當野能之:現代スウェーデン語の擬似再帰代名詞について

2.2.結果述語の文法範疇

2.1.でも少し触れたように,結果述語の文法範疇としては,形容詞のほかに,

不変化詞と前置詞句が認められる.ただし次の例を見てもわかるように,目的語と

結果述語の相対的な語順が,形容詞,前置詞句(*(17a))と不変化詞(=(17b))で
異なる.

17) a.動詞+目的語+形容詞/前置詞句

Han arbetade sig tr6tt/ti11 d6ds

he w0永edRMti祀d/tod始th<彼は働いて疲れた/働き過ぎて死んだ.>

b.動詞+不変化詞十目的語

Han arbetade ihj五1 Slg

he W俳kod to・d仏thRM <彼は働き過ぎて死んだ.>

スウェーデン語の不変化詞は英語など他のゲルマン語と違い,目的語が代名詞か

普通名詞かなどによって,相対的なi割順の変化を引き起こさず(例外はあるにせよ),

一般的に動詞の直後に位置する.つまり,不変化詞移動(paπiclemovement)あるい

は目的語移動(objectshim を起こさない.このような三割順の違いが結果構文にどの

ような影響を及ぽすのか,あるいは語順の違うものをそもそも同じ構文として扱う

べきなのかなど様々な問題があるが,この点に関してはまた別の機会に取り上げる

ことにしたい.

以上をふまえた上で,結果述語に関して,sla<hit>という動詞を例にとって,

それと結びつく代表的な結果述語をカテゴリー別に下に挙げておく.

18)形容詞

S賂飴gon gulochbla /blodig /f6rdawad/medvetS16S

hit someone yeⅡOw and blue / bloody /ruined / unconsdous

く人を殴ってあざだらけにする/血だらけにする/ふらふらにする/気絶させ

る>
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19)不変化詞

a. S1含 S6nder nagot

hitb円k印Somothmg <物を殴り壊す(あるいはただ単に「壊す」の意)>

b.S1含ihj引 n含gon

hitto・deathsomeone <人を殴り殺す>

2の前置詞句

a. sla nagot ibitar/delar/kras/stycken

hitsomethingtopieces <物をたたいて粉々にする>

b. S1含nagon ti11d6ds

hit someone to death

IDUN V01.14 2000

3.結果構文と擬似再帰代名詞

結果構文の一般的特徴と擬似再帰代名詞の関係について見ていく

3.1.結果構文の一般的特徴

次の文を見てみよう.

21) a.Hanmaladestolen g【Q旦

he paintedchair.DEFgteen <彼はその椅子を1示色に塗った.>
b.*Han m含lade stolen trott

he P毎"todch加.D肝d祀d <(意図した意味)彼は椅子を塗って疲れた.>

(21a)は「彼が椅子に色を塗り,その結果,椅子が緑色になった.」ということを

表している.つまり結果述語即60<g祀即>は直接目的語 St01伽<0m廿.DEF>の結果

状態を叙述している.一方,(21b)は「彼が椅子に色を塗って,その結果,彼が疲

れてしまった.」ということを意図した文であるが,この場合は非文になる.つま

り結果述語廿6せ<U祀d>は主語 h肌<ho>の結果状態を叙述することはできない.

以上,(21)から分かることは「他動詞の結果構文において,結果述語は直接目的

語の結果状態を叙述することはできるが,主語の結果状態を叙述することはできな

い.」ということである.他動詞の結果構文に見られるこのような制約は一般的に,

英語などの研究で「直接目的語制約」(di祀Ctobject祀S打icti0のと呼ばれている.

一方,描写述語はどうであろうか?

22) a.K旦旦g旦旦批 fisken naken.

king.DEFate 丘Sh.DEF船ked <王様は裸で魚を食べた.>

b.Kungen 含t fisken 【五.

king.DEFatefish.DEFrow <王様は魚を生で食べた.>

(22a)は「王様が裸の状態で魚を食べた」と言う意味で,描写述語船k印<n*ω>

<人を殴り殺す>
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は主語即兜印<kmg.DEF>の状態を叙述している.一方,(22b)は「王様が魚を

生の状態で食べた」と言う意味で,描写述語血<捻W>は目的語丘Ske"価Sh.DEF>

の状態を叙述している.以上から,描写述語は,結果述語とは違い,主語も目的語

も修飾することができる(つまり直接目的語制約は働いていない)ということがわ

かる.この点からも結果述語と描写述語は区別されなければならない.ところで

(21a)に対応する受身文である(23)では,結果述語が主語の結果状態を叙述して
いる.このことから受身文の主語は他動詞の直接目的語と同じ振舞いをしているこ

とが分かる.

23) stolen m含lades g!Ω旦.

Chair.DEFpainted.PAssgreen <その椅子は緑色に塗られた.>

當野能之:現代スウェーデン語の擬似再帰代名詞について

3.2.他動詞の結果構文

結果構文と擬似再帰代名詞の議論に入る前に,他動詞による一般的な結果構文に

つぃて大まかな動詞分類ごとに見ていくことにする.

3.2.1.状態変化動詞(語粂的使役動詞)

状態変化動詞(語業的使役動詞)は動詞自体に結果状態までの意味を含んでいる

ので,結果述語をつけた場合は結果状態をさらに詳しく述べることになる.

影山(1996:214-215)の分類に従い,いくっかの動詞の意味分類ごとに見てい
く.

「壊す・つぷす・切る」など

24) Honskarbr6det iskivor

She cut btead.DEFinslices <彼女はそのパンをうす切りにした.>

25) a.bryta nagot i sm含bitar

breake something in little・pieces <折ってこなごなにする>

b.k1ゆPaitu n含got

in、two somethin8 <二つに切る>Cut

C. dela ett豆Pplei fyradelar

dividean applein fourpieces <りんごを 4 つに分ける>

「曲げる・折る」など

26) Hanvek enn五Sduk i fyradelar

he foldeda handkerchiefinf0山Pieces <彼はハンカチを 4 つに折った.>

27) b6ja ettr6r tiⅡ U・form

benda pipeto u・fonn <パイプを U 子に曲げる>
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「染める・塗る」など

28) Honfar8adekjolen bla

血e dy田 Sk汝.D郡b1此<彼女はスカートを青く染めた.>

29) malavaggenr6d

PaintwaⅡ.DEFted <壁を赤く塗る>
「その他様々な状態変化」

3の Tjuvama sprangdeS6nder kassaskapet
thieves.DEF bursted blokensafe.DEF

<その泥棒たちは金庫を爆破して壊した.>

31) a. sm引taguldti11tackor

mdt goldto biHots <金を溶かして延べ棒にする>

b. stanga 稽en d6汀en

dose shut door.DEF <ドアを閉める>

tiⅡ det dubblana80tC.6ka

increase something to the double < 2 イ音にする>
ただしすべての状態変化動詞が結果構文を形成できるわけではない.たとえば

d6山<M11>のように,結果状態が語章的に指定されてしまっているような語章的

使役動詞は結果述語をつけることはできない.

32)*Han d6dade henne UⅡ d6ds

比 ki11ed h釘 todooth.<彼は彼女を殺した.>

IDUⅣ V01.14 ・ 2000

3.2.2.接触・打撃動詞なと

接触・打撃動詞に代表されるような,対象に対して何らかの働きかけを行う動詞

も結果構文を形成する.打撃動詞が状態変化動詞と違う点は,対象が変化すること

までは含意しないということである.したがって,状態変化動詞においては結果述

語は結果状態を詳しく述べる機能を持っていたが,打撃動詞では結果述語は対象の

状態変化を付け加える働きをする.

打撃動詞に関しても例を見ていこう.(ただし, S帳<hit>に関しては,例文

(18)ー(2のを参照.)

33) pojken ttampadeihj註1 musen

boy.DEFtramped to・death mouse.DEF <その少年はねずみを踏み殺した.>

34) a. spatka upp/igen d6Πen

kickoP印/血Ⅲd0ω.D郡<ドアを蹴って開ける/閉める>

b. bita/riva /skjuta/sparka/krama /trampaihj引 nagon

bite / scfatch / shoov kick / squee2e/ tramp to・death a person

<噛み/裂き/撃ち/蹴り/絞め/踏み殺す>
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対象に対する働きかけがまったくない動詞は,次の(35)に見るように結果構文を

作ることはできない.

35)*Kungen lihlade mannen ber6md

king.DEF resembled man.DEF famous

<(意図した意味)王様はその男に似ていたので,その男は有名になった.>

また,たとえ自動詞でも働きかけが感じられる場合は,結果構文を形成することが

できる.

36) a. Hon dansade S6ndersina nya skor.(1E:4の

She danced broken hernew shoes

<彼女は踊って,新しい靴をだめにしてしまった.>

b.*Hon dansade sina nya skor.

She danced hernewshoes

37) a. Han lyckades inte attprataomkUⅡ mig.(SH:573)

he succeedednot totalk d0圦ln me

<彼は私を(議論で)打ち負かすことはできなかった.>

b.*Han lyckades inte att praね mig

he succeedednot totalk me

38) a.soggan hadelegatihj司即 avsma即iS釘船.(SH:433)

SOW.DEFhad lain to・deathoneofli杜le・P喰S.DEF

<雌豚は子豚の上に横になってその 1匹を殺してしまった.>

b.*suggan hade legat en av sm含8risarna.

SOW.DEFhad lain oneoflittle・pigs.DEF

當野能之:現代スウェーデン語の擬似再帰代名詞について

3.3.結果構文と擬似再帰代名詞

3.2.では主に他動詞の結果構文と,働きかけが感じられるような自動詞でも結果

構文を形成できることを見てきた.ここでは,(主に)自動詞の結果構文における

擬似再帰代名詞との関係にっいて見ていく.ここでの自動詞の結果構文とは(36)
ー(38)でみたような,主語の対象に対する働きかけとその結果起きる対象の変化

でなく,主語自身の変化を表すようなものである.下の例を見てみよう.

39) a.*Han dansadetr6tt.

he danced tired

b. Han dansade sig tr6廿

he da"ced 卿ti祀d <彼は踊って疲れた.>

C.*Han dansade sig

he danced RM
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40) a. stenen splack i tV含 nastanj註mnstoradelar

Stone.D亘F cracked in No almost even・big paHS

b.*stenen sprack sigi N含 n五Stanjamnstoradelar

Stone.DEF cracked RM in two almost even・bi8 PaHS

<その石は2つのほとんど同じ大きさに割れた.>

(39b)では主語が踊った結果,疲れたという,主語の結果状態を表している.一方

(40のも主語である石が割れた結果,2つになったという結果状態を表している.

(39b)と(40a)の違いは,(39b)が再帰代名詞を必要としているの対し,(40a)では

再帰代名詞が現れないという点である.第1章でも述べたように,このような再帰

代名詞は擬似再帰代名詞(fake祀a獣Nのと呼ばれている.以下ではどのような場合

に擬似再帰代名詞が現れるのか(あるいは,現れないのか)について見ていく.

/DUN V01.14 ・ 20佃

3.3.1.結果構文における擬似再帰代名詞

まずは,擬似再帰代名詞が必要な場合を見てみよう.

4D a. Hanarbetadesig tr6廿

he worked RMtired <彼は働いて疲れた.>

b. arbeta / dansa / g含/ springa sig tr6壮

Work / dance /、valk /run RM ti祀d

<働いて/踊って/歩いてノ走って疲れる>

42) a.publik即 Skreksighes.(LO:126)

audience.DEFshoutRMhoarse <聴衆はn斗んで喉が枯れた>

b. shika / sjunga /tala sig hes

Shouvsing /talklN hoarse <笑って/歌って/喋って10がかれる>

43) a. publik肌 Shattadenastanih戸IS喰

audience.DEF laughed almostto・death RM

<聴衆は笑い過ぎて死にそうになった>

b. arbeta / ata / supa / shatta ihj引 Slg

Work / eat/ ddnk /1aU8h to・death RM

<働き過ぎで/食べ過ぎで/飲み過ぎで/笑い過ぎで死ぬ>

44) a. Hon gr五t sigti11S6mns

ShecriedRM tosleep <彼女は1立いているうちに寝てしまった.>

b.1asa / grata sig ti11 S6mns

Iead /cry RM to sleep

<本を読んでいるうちにノ泣いているうちに眠ってしまう>
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45) a. arbeta/gr含ta/S6rja mtasig ti11d6ds

Work / cry / grieve / eat RM to death

<働き過ぎで/泣いてノ悲しんで/食べ過ぎで死ぬ>

4の a. HongarochS6rjersig rent f6rdarvad.(SH 781)

She go andgrieve RM completely Nined

<彼女は悲しんで完全に完全に体調を崩している.>

b. arbeta / supa /S6rja sig f6rdarvad

Work/ drink侶rieve RM 川ined

<働き過ぎて/お酒を飲み過ぎで悲しんで体を壊す>

47) dansasigvarm

danceRMwarm <呈甬って暑くなる.>

48) sova /banta sig frisk

乱0OP/slim RMh仏lty <寝て/ダイエツトをして健康になる>

以上の例からわかるのは,変化を含意しない動詞が結果構文に現れる場合は擬似

再帰代名詞が必要であることがわかる.それに対し,次の例からもわかるように,

変化を含意する動詞は擬似再帰代名詞を必要としない.

49) Huden harsP川CkitS6nder

Skin.DEFhas cracked broken <月凡力Sひび害"れた.>

5の M註nnenfr6S ihjal vidsydpolen

men.DEFfreezed to、death at south・pole,DEF <その男達は南極で1東死した.>

変化を含意する動詞で擬似再帰代名詞を取るものとしては②,⑦で取り上げた

"詠0<gmw>があるが,現時点では,この1例しか見当たらず,例外であると考え
られる.

51) pojken vaxte sig stor och stark.(SH:864)

boy.DEFgルW 卿b地肌d計m"g <その少年は成長して,大きく強くなった.>

當野能之:現代スウェーデン語の擬似再帰代名詞について

3.3.2.移動構文における擬似再帰代名詞

現代スウェーデン語では,移動をあらわす場合にも,次に見るように擬似再帰代

名詞が現れることがある.

52) a.Hankandesi8fram i denm6rkak五11aren

he feel RMf0則ardinthedark ce11ar.DEF

<彼は暗い地下室を手探りで進んだ.>

b.*Hankandefram i denm6rkaka11aren

he feel f0則ard.inthedark ce11ar.DEF

ここでは,移動をあらわす場合,どのような時に,擬似再帰代名詞が現れるかを考

160



察する.一般に下の例からもわかるように komm0 化omo>, f0山<f田1>のような

移動の方向を表す動詞や, ga<W田k>,SP血即<N">のような移動の様態を表すよ

うな動詞は擬似再帰代名詞をとらない5).

53) a. E" pe玲onf611ner 丘a"4●e"をomgen.(S0● 284)

a person feⅡ down from 41hfloor. DEF <人力S 41皆から落ちた.>

b.*En person f6Ⅱ Sig ner fran4:e V含ningen

a person fe11RM down from 41 aoor.DEF

54) a. Han sprangti11bussen

to b"S.D郡<彼はバスまで走っていった.>he ran

b.* Han sprang sig tiⅡ bussen

he 松n RMto bus.DEF

一方,移動の手段を表す動詞には擬似再帰代名詞が現れるようである.いくつかの

グループごとに見ていこう.

まずは才知こ見られるように身体的な運動を手段として移動を引き起こすような

ものがある.

55) a. a血baga/tranga/ h】U丘a sig ftam

elbow /push /push RMf0則ard

<肘で押し分けて進む倍4り込んで進む/押し分けて進む>

b.HanhlU丘ade sig fram genom folklnassan

he pushed RMf0則ardthroughcrowd.DEF

<彼は群集の中を押し分けて進んだ.>

5の a. kampa/sla sig fram

丘帥VhitRMfoN田d <戦いながら進む/殴りながら進む>

b.De kampadesigfram tiⅡSegeT

they fought RM f0則ard tovictory

<彼らは戦って勝利へとたどりついた.>

57) a. kanna /treva sig fram

feel/grope RM f0則ard <手探りで進む>

b. Hon trevade sigfram im6rkret.(LO:303)

血e g円P田卿foN釘dind雛k.DEF <彼女は暗闇の中を手探りで進んだ.>

58) a. hugga sig igenom / grava sig ned

RM through/d地 RM downCut

く切り開きながら進む/掘り下げてい◇

b.Hangravdesig ned i sanden

he dog RMdowom訟nd.DEF <彼は砂を掘り下げていった.>

IDUN V01.14 ・ 20卯
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また次のように,目標にたどり着くまでの手段が,移動表現として現れる動詞にも

擬似再帰代名詞が現れる.

59) a.1etasig fram

"ndRM foNard <探しながら進む>

b. vi lyckades attletaossfram ti11huset.(SO:685)

We suceeded to findRM f0則ard to house.DEF

<我々はその家に探しながらたどりついた.>

6の a. nosa /1Ukta sig fram

nose/sme11RM f0則ard <においを唄ぎな力Sら進む>

b. Hon nosade sig tiⅡ nyhetema if6rV註g

She nosed RMto newsDEFinadvance

<彼女は先んじてそのニュースを倶ぎつけた.>

また次に見るように,身体動作ではない手段によって(抽象的な)移動を表現する

場合にも擬似再帰代名詞が現れる.

61) a.blU丘a/tig8a/1a始 Sigfram

blU行ノbeg /b0ΠOWRMf0則ard

<賄賂を渡してにびて/借りて切り抜ける>

b.HanharblU丘at sigfram underhela sink豆Πier.(SO:124)
he has blU丘ed RM f0則ard under whole his career

<彼は自分の経歴を賄賂を渡してやりくりしてきた.>

62) a.1juga / skrika / skjuta sig fri

Iie /shout /shoot RMfree

<嘘を言ってまぬがれる,叫んで/銃を撃って逃れる>

b. Hon lj6g sig ti11 en f6血含Π

血O HedRMt0肌加Ⅶntago <彼女は嘘を言って恩恵にありっいた.>

63) arbetasigupp

WωkRM 叩<出世する>

これらの構文は下に見られるような,英語の one's way 構文6)に相当するものと

思われるが,わ英語の one's way 構文と本稿で議論しているスウェーデン語の移

動構文の違いは,(64b)のような移動の付帯状況を,(65a,b)に見るように,表せ

ないことである.スウエーデン語では,付帯状況は(65ののように現在分詞で付加
的に表さなければならない.

64) a. He pushed his way through the crowd

<彼は群集の中を押し分けながら進んだ.>

當野能之:現代スウェーデン語の擬似再帰代名詞について
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b. He seemed to be whistling his way along.(Goldberg 1995:209)

<彼は口笛を吹きながら歩いているようだった.>

65) a.*Honvisslade /sj6ng sig hem

She whistled /sang RM home

b.*Hon visslade /sj6ng hem

She whistled/sang home

C. Hongick hem visslande/sjungande

She walked home whisding / singing

<彼は口笛を吹きながら/歌いながら家へ歩いて帰った>

以上の考察からわかることは,移動動詞(移動の方向を表す動詞と移動の様態を

表す動詞)は擬似再帰代名詞を必要としないが,移動の手段を表す動詞は擬似再帰

代名詞を必要としてするということである.また,擬似再帰代名詞の現れる移動構

文で,移動の付帯状況が表せないということは,この構文が因果関係を表す使役構

文の一種であることを物語っているものと思われる.

IDUN V01.14 2000

3.3.3.結果構文と移動構文における擬似再帰代名詞

以上,結果構文と移動構文における擬似再帰代名詞の出現について見てきたわけ

であるが,3.3.2.で見たように,擬似再帰代名詞の現れる移動構文が使役構文の

一種であるとすると,結果構文と移動構文を並行して扱うことが可能であると考え

られる.状態変化という概念が,位置変化という,より具体的な空問概念を基にし

て理解されているということは,すでに認知言語学などで,広く理解されているこ

とである.次の文も「眠る」という状態変化がね1ね<f田1>という位置変化の概念

で理解されている一例である.

66) Hanf611i S6mn

he foHinslooP <彼は眠り込んだ.>

また,構文レベルでも結果構文が使役移動構文に基づいているという分析がある

(Gold比弔199S67-100).本稿で見てきた結果構文と移動構文における擬似再帰代名
詞の出現も結果構文と移動構文の並行性を示しているように思、われる.

結果構文と移動構文における擬似再帰代名詞の出現は次のぺージの表1のよう

にまとめられる.
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SVXP

SV RMXP

4.まとめ

以上,スウェーデン語の擬似再帰代名詞に関して見て来たわけであるが,最後に

今後の課題を述べる.英語などにおける擬似再帰代名詞は,非対格性仮説との関連

で議論されてきた.非対格性仮説とは, pedm醐er(198乃が唱えたもので,自動詞

力S均一のクラスではなく,ヲ乍台を格動三司(unergativeverb)とヲ仁対格動言司(unaccusative

Verb)と呼ばれるものに大きく二分されるというものである.議論の詳細はここで

は割愛するが,最も重要な点は,非能格動詞の単一の項が他動詞の主語と同じ振舞

をするのに対し,非対格動詞の単一項が他動詞の目的語と同じような振舞を示すと

いうことである.非能格と非対格の動詞がその意味から予測できるかどうかは研究

者によって分かれるところであるが,強い相関はあるようである.一般に非能格動

詞は意志的,完了動詞であるのに対し,非対格動詞は無意志的,末完了動詞である

という傾向がある.

話を擬似再帰代名詞に戻すと,3.1.で見たように他動詞の結果構文では結果述語

が主語ではなく目的語の結果状態を叙述するという「直接目的語制約」が働くこと

を見た.自動詞の結果構文を考えてみると,(67のからわかるように,d釦訟<d肌此>

では結果述語が主語を直接,叙述することができない.つまり他動詞の主語と同じ

振舞をしており,非能格動詞であることがわかる.そこで(67b)のように,直接

目的語の位置に擬似再帰代名詞を置くことで,主語の結果状態を示すことができる.

67) a.*Han dansadetr6tt

he danced tired

b. Han dansade sig tr6tt

he da"ced RMthed <彼は踊って疲れた.>

一方,(68)では,結果述語が主語の結果状態を(擬似再帰代名詞なしで)叙述し

ている.つまりS円kka<伽ok>の単一項は他動詞の目的語と同じ振舞を示し,非

対格述語であるということができる.

68) a. stenen sprack i tV含 n註Stanjamnstoradelar

Stone.DEF cracked in No almost even・big pads

(XPは結果述語を表す.

はSVRMXPではなく

結果構文

状態変化動詞

表1

変化の原因

移動動詞

(移動の方向・移動の様見司

移動構文

但し結果述語が不変化詞のとき

S VXPRM になる.)

移動の手段

,
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b.*stenen sprack sigi tV含 nastanj註mnstoradelar

Stone.DEF cracked RM in No almost even・big parts

<その石は2つのほとんど同じ大きさに割れた.>

但し,スウェーデン語の場合,3.3.2.で見たように移動構文でも擬似再帰代名詞が

現れることを者えると話しはそう単純ではない.次の例を見てみよう.

69) a. Han sprangtiⅡ bussen

to b峪.DEF <彼はバスまで走っていった.>he ran

b.* Han sprang sig tiⅡ bussen

RMto bus.DEFhe ran

7の a.* Hansprangtr6廿

tiredhe ran

b. Han sprang sig tr6tt

RMtⅡed <彼は走って疲れた.>he ran

(69)は移動構文でSNin即<Nn>が使われている例で,一方(7のは結果構文で用

いられる場合である.擬似再帰代名詞の現れ方をみると,SP血部<mo>は結果構

文では非対格自動詞であるが,移動構文では非能格自動詞であるということになっ

てしまう. Levin&RappapodHovav(1995:179-213)では,英語において run のよう

な移動の様態を示す動詞に関して,今示したような分析がなされている.果たして,

擬似再帰代名詞の有無が動詞の非対格性を示すテストとなるのかどうか,さらに,

現代スウェーデン語から検証してみたい.

IDUN V01.14 2000
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(D 本稿では,他言語の研究者にも理解できるように,言語学の論文の慣習に従

い,例文に(あくまで便宜的にではあるが)英語の逐語訳(グロス)を付す.

また,例文に付されている、の記号はその表現(あるいは文)が非文法的で

ある事を,#の記号は語用論的に不整合であることを意味する.また逐語訳

に使用している略号の意味は次の通りである. RM (再帰代名詞),PASS(受動

形態素), DEF ((後置)定冠詞).

(2)参考文献からの直接引用の場合は,筆者名および項を示す.但し,辞書等か

らの引用は,辞書名等を次のように略語で示す:LO=N16n,stⅢe(1995);SH=

Joha"nisso", TⅢ0.& K.G. Lj卯gg祀"(1966); SO = Nlen, S加N (1996); SS

HeⅡS仏m, Dagmar(1992);π= Bodegard,A11de鵄(1985).なお出典明記のない文

は,筆者の作例による文で,インフォーマントにチェヅクしてもらったもの

である.

(3)英語の結果構文および擬似再帰代名詞に関しては, simpso" 4983), LeⅥn &

R叩PaportHO"av (1995)を参照.

(4)現代スウェーデン語の擬似再帰代名詞に関しては,他にTdom肌, H011b町g &

Ande玲Son (1999)の次の項で簡単な解説がある. ve巾fraser. Nlmant § 8 注 1

(262), ve,bfraser: objekt § 7 C)(295), verb丘aser: predikauV §38 (369), velbfraser.

PredikatiV§38では,この構文が使用頻度の増加とともに生産的になってきて

いるという興味深い記述がある.

(5)移動の様態を表す動詞の中でも,次のような比較的特殊な移動の様態を表す

ものは,随意的に再帰代名詞を取る.

i) skynda (S地)'hurry', slingTa (si8)'、Nriggle', smyga (豆g)'creep',

St6da (S地)'Nsh'(Ht.thmW 卿), aね(sig)'伽WI',●lapo (sig)'0松WI'

ii) Han skyndade (sig)t辺 bussen

he hU汀ied (RM)tobus.DEF <彼はバスへと急いだ.>

(6)英語の OM'sway構文に関しては, Goldbe璃(1995),影山・由本(199乃を参照.
(フ)スウェーデン語一英語辞書,英語ースウェーデン語辞書でも,スウェーデン

語の移動構文で擬似再帰代名詞が現れるような場合,英語の one's way 構文
が対訳として当てられている.

、、

)王
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Om 'fake renexive'inusvenskan

IDbN V01.14 ・ 200()

Nusvenskan h釘 ett specie11t slags reaexivfraser. se P含 f61jande meningar:

1) a. Han arbetade sig tr6廿.

b.*Han arbetade sig

1 (1a) konS加eras det intransitiva verbet 'arbeta' med det retlexiva objektet 'sig ' samt

Objektspfedikativet 'tr6廿'. Det reflexiva pronomen vilket inte ingar i verbets valens

ka11as 'fake reflexive' pronomen. syftet med denna artike1 五r att studera under vilka

Omst註ndigheter det'fake Teaexive' pronomenet framtr註der 訟mt 五r obHgatoriskt.

Det 'fake leaexive' ptonomenet upptr註der i den resultadva konstrukdonen (=(2)) samti

r6relsekonstruktionen (=(2)):

2) a. publiken skrek sig hes.

b.*publiken skrek hes.

3) a. Han kande sig fram i den m6rka k引laren.

b.*Han kande fram i den m6rka ka11aren.

I de bada meningama far subjekten tiⅡSt含nds・ och 1五gesf6randring Som

Predikats、fy11naden 'hes' samt pa血keln 'fram' anger.1 den lesultativa konstrukdonen

註r 'fake reaexive' obligatorisk om velbet sjalvtinte anger tiⅡS恪ndsf6r註ndHng som 'skrika'

i (2). LikaS含 i r6relsekonstuktionen beh6Vs re丑exivpronomenet om verbet sjalvt inte

betechlar 1五gesf6r五nddng liksom 'k五nna' i (3). Det 'fake reaexive' pronomenet

f6rekommer inte om de verb som betechlart6r谷ndring av ti11St含nd och plats anvands i den

resultativa konst川ktionen (=(4)) och 16relsekonstluktionen (=(5)) respektivt. J註mf6r (4)

mod (2)訟mt(5) mod (3ン

4) a. stenen sprackiW含 n五Stanj五mnstora delar.

b.*stenen spnck sig itV含 nastan j会mnstora delar.

5) a. Han sprangti11bussen.

b.* Han sprang sig ti11 bussen.

Takayukilohno

Sammanfattning
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